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【
第
百
六
十
回
本
場
所
八
日
～
九
日
目
】

秋
も
深
ま
っ
た
１
１
月
１
８
日
に
八
日
目

と
九
日
目
が
開
催
さ
れ
た
。
七
日
目
ま
で
た

だ
一
人
７
戦
全
勝
で
優
勝
争
い
の
単
独
ト
ッ

プ
に
立
っ
て
い
た
平
幕
の
夢
ノ
花
が
八
日
目

に
大
関
大
神
楽
、
九
日
目
に
平
幕
の
西
神
門

に
連
敗
し
て
全
勝
が
消
え
た
。

九
日
目
を
終
え
て
、
大
関
大
神
楽
、
平
幕

の
西
神
門
と
剛
勇
山
の
３
人
が
１
敗
、
こ
れ

を
平
幕
の
宇
治
家
、
夢
ノ
花
の
２
人
が
２
敗

で
追
う
展
開
と
な
っ
た
。
場
所
前
に
優
勝
候

補
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
横
綱
千
代
鈴
は

ま
さ
か
の
連
敗
で
３
敗
と
な
り
優
勝
争
い
か

ら
脱
落
し
た
。

組
ま
れ
た
。
大
神
楽
は
七
日
目
に
喜
乃
郷
に

引
き
落
と
さ
れ
た
黒
星
以
外
は
早
い
相
撲
で

相
手
を
圧
倒
し
「
今
場
所
の
優
勝
は
大
神
楽

か
？
」
と
の
声
が
聞
か
れ
る
好
調
さ
。

「
大
関
の
胸
を
借
り
る
つ
も
り
で
当
た
っ
て

い
き
ま
す
！
」
と
夢
ノ
花
。
一
方
、
全
勝
で
初

顔
の
夢
ノ
花
に
対
し
、
磯
ノ
海
親
方
は
「
夢
ノ

花
は
い
い
相
撲
を
取
っ
て
い
る
だ
け
に
嫌
だ

な
ぁ
！
」
と
心
配
げ
。

行
司
の
軍
配
が
返
る
や
、
香
具
山
親
方
が

「
花
！
し
っ
か
り
行
け
！
」
と
檄
を
飛
ば
す
。

勝
負
は
が
っ
ぷ
り
四
つ
の
大
相
撲
と
な
り
、

夢
ノ
花
が
押
し
込
む
場
面
も
あ
っ
た
が
、
最

後
は
左
を
差
し
た
大
神
楽
が
夢
ノ
花
を
寄
り

切
り
に
下
し
た
。

「
い
い
相
撲
だ
っ
た
な
ぁ
！
夢
ノ
花
に
も
勝

機
が
あ
っ
た
け
ど
な
ぁ
！
」
と
錦
風
親
方
が

大
一
番
を
振
り
返
っ
た
。

夢
ノ
花
は
負
け
た

と
は
い
え
、
ま
だ
１

敗
。
気
持
ち
を
切
替

え
て
臨
ん
だ
九
日
目

の
相
手
は
こ
ち
ら
も

１
敗
の
西
神
門
。
過

去
の
対
戦
成
績
で
は

夢
ノ
花
の
２
敗
と
勝

て
て
い
な
い
相
手
。

「
花
！
ガ
ン
バ
レ
！
」
と
の

香
具
山
親
方
の
声
援
も
届
か

ず
、
西
神
門
に
寄
り
切
ら
れ

て
２
敗
に
後
退
し
た
。

横
綱
千
代
鈴
は
先
場
所
の

全
勝
優
勝
で
、
場
所
前
も
「

今
場
所
の
優
勝
候
補
筆
頭
で

連

連
勝
記
録
を
ど
こ
ま
で
伸
ば

せ
る
か
に
注
目
」
と
言
わ
れ

て
い
た
が
、
四
日
目
に
鹿
富

士
に
敗
れ
て
か
ら
相
撲
の
歯

車
が
う
ま
く
噛
み
合
わ
な
く

な
っ
た
。

↑八日目、全勝の夢ノ花の挑戦を受けた大神楽。想定を上回る

熱戦が展開、あと一歩のところまで追い詰められたが、最後

は地力の差を見せつけ、夢ノ花の独走を食い止めた。

八
日
目
は
過
去
の
対
戦

成
績
で
４
勝
と
こ
れ
ま
で

ま
っ
た
く
相
手
に
し
て
い

な
い
関
脇
四
季
嶋
。
と
こ

ろ
が
、
立
合
い
の
踏
み
込

み
が
甘
く
四
季
嶋
に
押
し

込
ま
れ
、
そ
の
ま
ま
土
俵

を
割
っ
た
。

「
え
え
～
」
と
ま
さ
か
の

結
果
に
場
内
か
ら
大
き
な

歓
声
が
上
が
っ
た
。
し
か

し
、
春
日
根
親
方
に
と
っ
て
悪
夢
が
続
く
。
九
日
目

は
こ
ち
ら
も
過
去
３
勝
と

分
の
い
い
関
脇
綱
乃
花

戦
。千

代
鈴
が
左
を
差
す
も

綱
乃
花
に
回
り
込
ま
れ
土

俵
に
這
っ
て
の
引
き
落
と

し
で
連
敗
を
喫
し
た
。
こ

れ
で
千
代
鈴
は
３
敗
と
な

っ
て
優
勝
争
い
か
ら
脱
落
。

予
想
外
の
相
撲
に
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
た
春
日
根
親
方

は
取
組
後
、
千
代
鈴
の
身

体
の
開
き
具
合
を
入
念
に

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
。

「
今
場
所
こ
そ
は
優
勝
し
て
綱
を
目
指
す
！
」
と
の

決
意
で
臨
む
大
関
大
神
楽
は
こ
こ
ま
で
６
勝
１
敗
。

八
日
目
は
全
勝
の
夢
ノ
花
を
大
関
の
貫
禄
で
退
け
る

と
九
日
目
は
好
調
の
関
脇
鉄
甲
と
の
一
番
。

鉄
甲
は
七
日
目
ま
で
は
大
神
楽
と
同
じ
６
勝
１
敗

で
優
勝
争
い
に
加
わ
り
、

周
囲
か
ら
「
鉄
甲
が
勝
間

田
部
屋
内
で
の
大
関
候
補

一
番
手
か
？
」
と
一
気
に

脚
光
を
浴
び
始
め
た
。
注

目
の
取
組
だ
っ
た
が
、
大

神
楽
が
自
分
の
相
撲
を
取

り
き
っ
て
１
敗
を
守
っ
た
。

千
代
鈴
の
優
勝
が
な
く
な

っ
た
だ
け
に
、
こ
う
な
っ

た
ら
優
勝
す
る
し
か
な
い
。

千
代
鈴
に
続
け
と
ば
り
に
春
日
根
親
方
が
肝
入

す
る
西
神
門
。
稽
古
場
で
の
強
い
相
撲
そ
の
ま
ま
に

二
日
目
か
ら
白
星
を
重
ね
、
八
日
目
は
鹿
富
士
、
九

日
目
は
夢
ノ
花
に
も
勝
っ
て
８
勝
１
敗
。

入
幕
４
場
所
目
の
香
具
山
部
屋
の
夢
ノ
花

は
入
幕
し
て
か
ら
負
け
越
し
な
く
勝
ち
越
し

を
続
け
て
い
る
も
の
の
、
師
匠
の
香
具
山
親

方
は
仕
事
が
忙
し
く
な
か
な
か
国
技
館
に
足

を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
か
こ
れ
ま
で
さ
ほ
ど
話
題
に
上
る
こ
と
が

な
か
っ
た
。

し
か
し
、
今
場
所
は
星
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
朝
日
松
理
事
長
に
思
わ
ず
「
う
ま
い
！
」

と
言
わ
せ
る
よ
う
な
技
能
相
撲
で
白
星
を
７

つ
重
ね
、
七
日
目
を
終
っ
て
み
れ
ば
全
勝
は

夢
ノ
花
一
人
と
い
う
状
況
で
一
躍
今
場
所
の

主
役
に
躍
り
出
た
。
香
具
山
親
方
も
弟
子
の

大
活
躍
に
多
忙
な
仕
事
を
調
整
し
て
直
接
声

援
を
送
る
た
め
、
９
ヶ
月

ぶ
り
に
国
技
館
に
駆
け
つ

け
た
。

夢
ノ
花
は
前
頭
七
枚
目

な
が
ら
八
日
目
は
１
敗
の

大
関
大
神
楽
と
の
対
戦
が

↑八日目、関脇烏帽子岳に隙を与えず、一

気に寄り切り、初日から土つかずの８連勝。

一
敗

大
神
楽
、
西
神
門
、
剛
勇
山

二
敗

宇
治
家
、
夢
ノ
花

夢ノ花●(寄り切り)○西神門

千代鈴●(寄り切り)○四季嶋綱乃花○(引き落し)●千代鈴大神楽○(寄り切り)●鉄 甲


